
〈第１分科会〉 体育学習研究部会

○日 時 平成 18年 8月 2日（水）14：30～

○会 場 戸塚高等学校 生活指導室

○参加者 細井義彦（戸塚）・松本眞哉（戸塚）・服部喜久雄（東）・川辺 隆（東）

      西山恵美子（横総）・川内やえみ（Ｙ校）・岸田美帆（金沢）・伊藤智絵美（戸定）

川田沙江香（みなと）・岩田真弓（金沢）

○テーマ「誰もができる楽しい授業 ～つまずきと課題を解決するための練習と工夫～」

〈研究内容〉

１.各種目の学習指導課題について検討した

・集団スポーツの試合を行うで、かたまって動いてしまう生徒（特に女子生徒）が多い

ためルールを工夫する

・生徒がもっている能力の中で楽しく学習できる授業の展開

・授業の導入部分で興味・関心を引き出せるよう工夫する

・女子は球技が苦手な生徒が多く女子と男子の課題が変わってくる

２.今後研究していく内容を話し合った

・市立高校の中でも各校において能力の差があり、その中で生徒一人ひとりがもっている

課題を解決し楽しい授業展開を目指すためには、どうしたらいいのか

   

・学校においてはそれぞれの種目の運動経験がない生徒もいるため、その生徒らが授業に

楽しくとけこめる学習活動にはどのような方法があるのか

・わかりやすい授業を展開するためには、学習順序の工夫が必要であるが各種目において

どのように段階をおって指導していくことが望ましいのか

３.各校において課題としている部分を各研究部員が整理し次の研究会で報告することにした

文責：伊藤（戸定）



〈第１分科会〉 体育学習研究部会

○日 時 平成 18年 8月 3日（木）9：00～

○会 場 戸塚高等学校 生活指導室

○ 参加者 細井義彦（戸塚）・松本眞哉（戸塚）・原 悦子（戸塚）・大原 尚喜（戸塚）

小島富五郎（みなと）･松尾健一郎（戸定）・西山恵美子（横総）

川内やえみ（Ｙ校）・近内真一（桜丘）・岸田美帆（金沢）・伊藤智絵美（戸定）

川田沙江香（みなと）・岩田真弓（金沢）・富澤幹樹（桜丘）

○ テーマ「誰もができる楽しい授業～つまずきと課題を解決するための練習と工夫～」

〈研究内容〉

1.各校で、授業の中で課題となっていることを一種目ずつ話し合い明日の研究会で実技の

学習指導について実践することにした

2.各種目の課題解決のための工夫について話し合い、生徒の課題となっていることについての

解決方法や技能の習得方法について話し合った

・各種目の課題解決の方法として導入の工夫やルール解消をすることで生徒一人ひとりが

   興味関心をもち授業に取り組んでいけるような授業展開をめざす

・授業計画を立てるうえで、生徒が技能を習得するための方法として学習活動の順序を工夫

することも重要である

  

・体育が苦手な生徒・得意な生徒、両方の視点から個性を大切にして指導していくことが

   課題解決のためには大切ではないか

・正規のルールで学習することよりも、まずは一つの課題に対しできるようになることが

重要であり、ルールや人数を変更することも指導方法の一つではないか

3.導入の工夫としてどのような学習内容があるのか、各研究部員それぞれの具体的な実践例を

話し合った

○これまでの研究内容を、明日の研究部会で実技を行いながら研究することにした

文責：伊藤（戸定）



〈第１分科会〉 体育学習研究部会

○日 時 平成 18年 8月 4日（金）9：00～

○会 場 戸塚高等学校  アリーナ・グラウンド・生活指導室

○参加者 細井義彦（戸塚）・松本眞哉（戸塚）・西山恵美子（横総）・川辺 隆（東）

近内真一（桜丘）・岸田美帆（金沢）・伊藤智絵美（戸定）・川田沙江香（みなと）

富澤幹樹（桜丘）

○テーマ「誰もができる楽しい授業～つまずきと課題を解決するための練習と工夫～」

〈研究内容〉

1. 午前の研究部会では各種目の課題となっている内容を実践し生徒の視点での研究を、

すすめた

・研究は球技：①バレー ②バスケット ③テニス ④ソフトボール という順で行った

・研究をすすめるうえで、できない生徒の視点で実技を行うため研究部員は利き手と反対

の手で各種目を行う工夫をした

  ・各種目において、研究部員（種目の専門）の指導方法を中心に学び、授業の練習方法を

   実践した

・ソフトボールでは「投げる」「打つ」という動作が苦手な女子に対しての練習方法について、

これまでの実践例の情報交換を話し合いながら研究した

２. 実技研修後、各種目の課題を解決するための方法を確認した

・生徒にとって楽しい授業となるためには、一つひとつの課題を解決し達成感を覚える

ことが重要になってくる。そのための課題解決するための指導方法の工夫について今後

も継続研究していくこととした

  

○次回の研究会：平成 18年 10月 11日（水）14時 30分～ Ｙ校

  

文責：伊藤（戸定）


